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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

　
　
規　
則

○
秋
田
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
秋
田
県
県
税
事
務
取
扱
規
則
の
一

　

部
を
改
正
す
る
規
則
（
三
七
・
税
務
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

　
　
告　
示

○
都
市
計
画
の
決
定
に
よ
る
送
付
図
書
の
縦
覧
（
三
〇
八
、
三
〇
九
・

　

都
市
計
画
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

○
道
路
区
域
の
変
更
及
び
供
用
開
始
（
三
一
〇
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
２

○
道
路
区
域
の
変
更
（
三
一
一
、
三
一
二
・
道
路
課
）
…
…
…
…
…
…
…
２

　
　
公　
告

○
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
秋
田
地
域
振
興
局

　

農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

○
市
町
村
営
土
地
改
良
事
業
の
施
行
の
同
意
（
由
利
地
域
振
興
局
農
林

　

部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

○
市
町
村
営
土
地
改
良
事
業
の
変
更
の
同
意
（
仙
北
地
域
振
興
局
農
林

　

部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

　
　
議
会
規
則

○
秋
田
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
二
・
議
事
課
）
…
４

　
　
人
事
委
員
会
公
告

○
平
成
二
十
年
度
秋
田
県
職
員
採
用
試
験
公
告　

二
件
…
…
…
…
…
…
…
４

○
平
成
二
十
年
度
警
察
官
採
用
試
験
公
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

　

秋
田
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
秋
田
県
県
税
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城　

秋
田
県
規
則
第
三
十
七
号

　
　
　

秋
田
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
秋
田
県
県
税
事
務
取
扱
規
則
の
一

　
　
　

部
を
改
正
す
る
規
則

　

（
秋
田
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条　
秋
田
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
九
条
中
「
第
十
六
条
の
二
第
一
項
（
」
の
下
に
「
法
第
五
十
五
条
の

二
第
三
項
、
法
第
五
十
五
条
の
四
第
三
項
、
」
を
、
「
第
七
十
二
条
の
三

十
八
の
二
第
十
二
項
」
の
下
に
「
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
三

項
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
三
項
」
を
加
え
る
。

　
　

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
三
項
（
」
の
下
に
「
法
第
五
十
五
条
の
二
第

三
項
、
法
第
五
十
五
条
の
四
第
三
項
、
」
を
、
「
第
七
十
二
条
の
三
十
八

の
二
第
十
二
項
」
の
下
に
「
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
三
項
、

法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
三
項
」
を
、
「
第
七
百
条
の
二
十
一
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、
法
第
五
十
五

条
の
二
第
二
項
、
法
第
五
十
五
条
の
四
第
二
項
」
を
、
「
同
条
第
七
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、
法
第
七
十
二
条
の
三

十
九
の
二
第
二
項
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
二
項
」
を
加
え

る
。

　
　

第
十
四
条
の
二
中
「
又
は
法
第
二
十
条
の
九
の
五
第
二
項
」
を
「
、
法

第
二
十
条
の
九
の
五
第
二
項
、
法
第
五
十
五
条
の
二
第
五
項
、
法
第
五
十

五
条
の
四
第
五
項
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
五
項
又
は
法
第
七

十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
五
項
」
に
改
め
る
。

　
　

第
十
五
条
第
一
項
の
表
中
「
第
十
九
条
の
七
第
三
項
」
の
下
に
「
、
法

第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
、
法
第
五
十
五
条
の
四
第
三
項
」
を
、
「
第
七

十
二
条
の
三
十
八
の
二
第
十
二
項
」
の
下
に
「
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十

九
の
二
第
三
項
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
三
項
」
を
加
え
、

「
第
十
三
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
十
三
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、

「
第
十
五
条
第
四
項
」
の
下
に
「
（
法
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
、
法
第

五
十
五
条
の
四
第
三
項
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
三
項
及
び

法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
」
を
加
え
、
「
｜
法
第
十
五
条
の
三
第
三
項
」
を
「
｜
法
第
十
五

条
の
三
第
三
項
（
法
第
五
十
五
条
の
二
第
四
項
、
法
第
五
十
五
条
の
四
第

四
項
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
四
項
及
び
法
第
七
十
二
条
の
三

十
九
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、

「
第
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
法
第
五
十
五
条
の
二
第
二
項
、
法
第

五
十
五
条
の
四
第
二
項
」
を
、
「
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
」
の
下
に
「
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
二
項
、
法

第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
二
項
」
を
、
「
第
十
六
条
第
三
項
（
」
の

下
に
「
法
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
、
法
第
五
十
五
条
の
四
第
三
項
、
」

を
加
え
、
「
（
兼
）
口
座
振
替
済
通
知
書
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
五

号
中
「
第
十
三
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
十
三
条
の
三
第
二
項
」
に
、

「
特
別
徴
収
義
務
者
」
を
「
執
行
機
関
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
十
条
第
一
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
民
法

（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
公
益
法

人
」
を
「
一
般
社
団
法
人
（
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
若
し
く

は
一
般
財
団
法
人
又
は
公
益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
百
六
十
条
の
二
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
地

縁
に
よ
る
団
体
」
を
「
第
二
百
六
十
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
認
可
地

縁
団
体
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
中
間
法
人
法
（
平
成
十
三
年
法
律

第
四
十
九
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
中
間
法
人
」
を
「
一
般
社
団

法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
及
び
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益

財
団
法
人
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
五
十
号
）
第
二
条
第
一
項
及
び
同

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
存
続
す
る
一
般
社
団
法
人
」
に
改

め
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
申
請
法
人
等
」
を
「
申
請

法
人
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
十
一
条
第
二
項
第
六
号
中
「
法
人
等
市
町
村
民
税
課
税
資
料
」
を

「
法
人
市
町
村
民
税
課
税
資
料
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
中
「
民
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
法
人
」
を
「
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
又
は
公

益
社
団
法
人
若
し
く
は
公
益
財
団
法
人
」
に
改
め
、
同
項
第
十
四
号
中

「
第
二
百
六
十
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
地
縁
に
よ
る
団
体
」
を
「
第

二
百
六
十
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
認
可
地
縁
団
体
」
に
改
め
る
。

　
　

第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
第
五
号
中
「
第
六
十
三
条
第
七
項
」
を
「
第

六
十
三
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
第
六
十
三
条
第
八
項
」

を
「
第
六
十
三
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

　
　

様
式
第
四
十
七
号
中
「

」
の
次
に
「

　
　

」
を
加
え

る
。

　
　

様
式
第
四
十
八
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
「

」

の
次
に
「

」
を
加
え
る
。

　
　

様
式
第
五
十
号
中
「

」
の
次
に
「

」

を
加
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　
　

様
式
第
六
十
九
号
中
「

」
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
規　
　
　
　
　
　
則

第
１

５
条

第
４

項
（

第
　

　
条

の
第

　
　

項
に

お
い

て
準

用
す

る
同

法
第

１
５

条
第

４
項

）

承
認

（
不

承
認

）
し

た
承

認
し

た
（

次
の

理
由

に
よ

り
承

認
で

き
ま

せ
ん

）
第

１
５

条
第

４
項

（
第

　
　

条
の

　
　

第
　

　
項

に
お

い
て

準
用

す
る

同
法

第
１

５
条

第
４

項
）

第
１

５
条

の
３

第
３

項
（

第
　

　
条

の
　

　
第

　
　

項
に

お
い

て
準

用
す

る
同

法
第

１
５

条
の

３
第

３
項

）

（
兼

）
口

座
振

替
済

通
知

書
　

次
の

秋
田

県
　

還
付

金
を

指
定

の
あ

つ
た

金
融

機
関

口
座

に
振

り
込

み
ま

し
た

の
で

、
お

　
　

年
　

　
月

　
　

日
　

　
地

域
振

興
局

総
務

課
長

　
印

　
　

　
　

　
　

　
出

納
室

長
　

知
ら

せ
し

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

を
削

る
。



２
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」

　

（
秋
田
県
県
税
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条　
秋
田
県
県
税
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
二
十
五
条
の
見
出
し
中
「
所
在
不
明
法
人
等
」
を
「
所
在
不
明
法

人
」
に
改
め
、
同
条
中
「
法
人
等
」
を
「
法
人
」
に
改
め
る
。

　
　

第
百
条
第
一
号
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
の
下
に
「
、
法
第
五
十
五
条

の
二
第
二
項
、
法
第
五
十
五
条
の
四
第
二
項
」
を
、
「
含
む
。
）
」
の
下

に
「
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
二
項
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十

九
の
四
第
二
項
」
を
加
え
、
同
条
第
五
号
中
「
第
十
六
条
の
三
第
三
項
」

の
下
に
「
、
法
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
、
法
第
五
十
五
条
の
四
第
三

項
」
を
、
「
第
七
十
二
条
の
三
十
八
の
二
第
十
二
項
」
の
下
に
「
、
法
第

七
十
二
条
の
三
十
九
の
二
第
三
項
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
三

項
」
を
加
え
る
。

　
　

第
百
一
条
第
一
項
中
「
第
十
六
条
の
二
第
二
項
（
」
の
下
に
「
法
第
五

　

十
五
条
の
二
第
三
項
、
法
第
五
十
五
条
の
四
第
三
項
、
」
を
、
「
第
七

十
二
条
の
三
十
八
の
二
第
十
二
項
」
の
下
に
「
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十

九
の
二
第
三
項
、
法
第
七
十
二
条
の
三
十
九
の
四
第
三
項
」
を
加
え
る
。

　
　
　
附　
則

１　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
秋
田

県
県
税
条
例
施
行
規
則
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び

第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２　
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
秋
田
県
県
税
条
例
施
行
規
則
及
び
秋
田
県

県
税
事
務
取
扱
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
用
紙
は
、
当
分

の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

秋
田
県
告
示
第
三
百
八
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
秋
田
市
長
か
ら
都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の

で
、
都
市
計
画
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
建
設
省
令
第
四
十
九
号
）
第

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城

一　

縦
覧
に
供
す
べ
き
図
書

　
　

秋
田
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
（
大
規
模
集
客
施
設
制
限
地
区
）
の
決

定
の
総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書

二　

縦
覧
場
所

　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号　

建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
三
百
九
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
秋
田
市
長
か
ら
都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ
た
の

で
、
都
市
計
画
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
建
設
省
令
第
四
十
九
号
）
第

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城

一　

縦
覧
に
供
す
べ
き
図
書

　
　

河
辺
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
（
大
規
模
集
客
施
設
制
限
地
区
）
の
決

定
の
総
括
図
、
計
画
図
及
び
計
画
書

二　

縦
覧
場
所

　
　

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号　

建
設
交
通
部
都
市
計
画
課

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
三
百
十
号

  

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
し
、
供
用
を
開
始
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城

　
　
　
　
　
告　
　
　
　
　
　
示

一　

道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間

道
路
の
種
類

旧
新
別

路　
　

線　
　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

一
般
国
道

旧

三
百
四
十
一
号

Ａ
由
利
本
荘
市
岩
城
冨
田
字
板
敷
三
七
一
番
二
か
ら
亀
田
大
町
字
肴
町
二
四
番
地
先

ま
で

四
・
五
○
～　

二
三
・
〇
〇

一
・
五
三
二

Ｂ
由
利
本
荘
市
岩
城
冨
田
字
板
敷
三
七
一
番
二
か
ら
一
〇
番
一
地
先
ま
で

一
七
・
〇
〇
～　

三
三
・
○
〇

〇
・
五
八
〇

新

三
百
四
十
一
号

由
利
本
荘
市
岩
城
冨
田
字
板
敷
三
七
一
番
二
か
ら
亀
田
大
町
字
肴
町
二
四
番
地
先
ま
で

七
・
〇
〇
～
一
六
四
・
〇
〇

一
・
七
九
八

　

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
及
び
「
Ｂ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

二　

供
用
開
始
の
期
日　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日

三　

道
路
の
区
域
及
び
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場

所
及
び
期
間

　

㈠　

場
所　

建
設
交
通
部
道
路
課

　

㈡　

期
間　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
三
百
十
一
号

  

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城

一　

道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

旧
新
別

路　
　

線　
　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
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二　

道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

　

㈠　

場
所　

建
設
交
通
部
道
路
課

　

㈡　

期
間　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六

項
の
規
定
に
よ
り
、
新
城
川
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
及

び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告

す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城

一　

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

秋
田
市
金
足
堀
内
字
堀
内
八
十
五
番
地　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

俊
雄

　
　

潟
上
市
天
王
字
上
出
戸
二
百
六
十
五
番
地　
　
　
　
　
　

菊
地
福
一
郎

　
　

〃　
　

〃　

字
上
江
川
一
番
地
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

明
正

　
　

潟
上
市
天
王
字
二
田
百
四
十
八
番
地
三　
　
　
　
　
　
　

真
壁
末
治
郎

　
　

秋
田
市
下
新
城
中
野
字
街
道
端
西
六
十
九
番
地　
　
　
　

中
川　

金
作

　
　

〃　
　

飯
島
字
天
ノ
袋
三
十
番
地
一　
　
　
　
　
　
　
　

保
坂　

壽
英

　
　

〃　
　

飯
島
飯
田
一
丁
目
七
番
十
四
号　
　
　
　
　
　
　

保
坂　

眞
人

　
　

潟
上
市
天
王
字
羽
立
六
百
二
十
番
地
二　
　
　
　
　
　
　

安
田　

堅
悦

　
　

秋
田
市
下
新
城
長
岡
字
長
岡
七
十
八
番
地　
　
　
　
　
　

安
田　

友
一

　
　

〃　
　

上
新
城
五
十
丁
字
大
村
屋
敷
百
九
十
番
地　
　
　

渡
辺　

良
雄

　
　

〃　
　

金
足
下
刈
字
館
越
百
六
番
地　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

公
明

二　

就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

秋
田
市
金
足
小
泉
字
上
前
二
十
一
番
地　
　
　
　
　
　
　

奈
良　

幸
一

　
　

潟
上
市
天
王
字
上
出
戸
二
百
六
十
五
番
地　
　
　
　
　
　

菊
地
福
一
郎

　
　

〃　
　

〃　

字
上
江
川
一
番
地
一　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

明
正

　
　

〃　
　

〃　

字
二
田
百
四
十
八
番
地
三　
　
　
　
　
　
　

真
壁
末
治
郎

　
　

秋
田
市
下
新
城
岩
城
字
槻
ノ
木
九
十
八
番
地　
　
　
　
　

石
川　

敏
雄

　
　

〃　
　

飯
島
字
天
ノ
袋
三
十
番
地
一　
　
　
　
　
　
　
　

保
坂　

壽
英

　
　

〃　
　

飯
島
飯
田
一
丁
目
七
番
十
四
号　
　
　
　
　
　
　

保
坂　

眞
人

　
　

潟
上
市
天
王
字
羽
立
六
百
二
十
番
地
二　
　
　
　
　
　
　

安
田　

堅
悦

　
　

秋
田
市
下
新
城
長
岡
字
長
岡
七
十
八
番
地　
　
　
　
　
　

安
田　

友
一

　
　

〃　
　

上
新
城
五
十
丁
字
大
村
屋
敷
百
九
十
番
地　
　
　

渡
辺　

良
雄

　
　

〃　
　

金
足
下
刈
字
館
越
百
六
番
地　
　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

公
明

三　

退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

潟
上
市
天
王
大
崎
字
上
沖
中
谷
地
十
七
番
地
一　
　
　
　

三
浦　

米
春

　
　

〃　
　

昭
和
乱
橋
字
宅
地
家
後
二
十
九
番
地　
　
　
　
　

高
橋　

善
知

　
　

秋
田
市
上
新
城
道
川
字
堂
田
六
十
番
地　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
俊
一
郎

四　

就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

　
　

潟
上
市
天
王
大
崎
字
上
沖
中
谷
地
十
七
番
地
一　
　
　
　

三
浦　

米
春

　
　

〃　
　

昭
和
乱
橋
字
宅
地
家
後
二
十
九
番
地　
　
　
　
　

高
橋　

善
知

　
　

秋
田
市
上
新
城
道
川
字
堂
田
六
十
番
地　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
俊
一
郎

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
二

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
由
利
本

荘
市
か
ら
協
議
が
あ
っ
た
土
地
改
良
事
業
（
舘
合
新
田
地
区
基
盤
整
備
促
進

　
　
　
　
　
公　
　
　
　
　
　
告

県

道

旧

本
荘
岩
城
線

Ａ
由
利
本
荘
市
岩
城
亀
田
大
町
字
肴
町
二
番
地
先
か
ら
冨
田
字
板
敷
一
九
番
一
地
先

ま
で

四
・
五
○
～　

二
三
・
〇
〇

一
・
四
二
七

Ｂ

〃

七
・
〇
〇
～
一
六
四
・
○
〇

一
・
九
〇
二

新

本
荘
岩
城
線

由
利
本
荘
市
岩
城
亀
田
大
町
字
肴
町
二
番
地
先
か
ら
二
二
番
地
先
ま
で

八
・
〇
〇
～　

八
・
五
〇

〇
・
一
〇
四

　

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
及
び
「
Ｂ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

一　

道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

旧
新
別

路　
　

線　
　

名

区　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

一
般
国
道

旧

百
七
号

Ａ
由
利
本
荘
市
東
由
利
舘
合
字
檜
倉
三
番
二
地
先
か
ら
大
平
六
七
番
一
地
先
ま
で

七
・
〇
○
〜
五
八
・
〇
〇

〇
・
五
六
四

Ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〃

一
三
・
〇
〇
〜
六
七
・
〇
〇

〇
・
五
四
〇

新

百
七
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〃

一
三
・
〇
〇
〜
六
七
・
〇
〇

〇
・
五
四
〇

　

こ
の
表
に
お
い
て
「
Ａ
」
及
び
「
Ｂ
」
と
は
、
関
係
図
面
に
表
示
す
る
敷
地
の
区
分
を
い
う
。

二　

道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

　

㈠　

場
所　

建
設
交
通
部
道
路
課

　

㈡　

期
間　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
三
百
十
二
号

  

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城
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事
業
）
の
施
行
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年
七
月
一
日
同
意
し
た
の
で
、
同
法

第
九
十
六
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城

　
　
　
　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
九
十
六
条
の
三

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
仙
北
市

か
ら
協
議
が
あ
っ
た
土
地
改
良
事
業
（
桧
木
内
地
区
中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
）
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年
七
月
三
日
同
意
し
た
の
で
、

同
法
第
九
十
六
条
の
三
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
八
条
第
十

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
知
事　

寺　

田　

典　

城

　

秋
田
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
県
議
会
議
長　

大
野　

忠
右
エ
門　

秋
田
県
議
会
規
則
第
二
号

　
　
　

秋
田
県
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

秋
田
県
議
会
会
議
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
秋
田
県
議
会
規
則
第
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
百
二
十
九
条
第
一
項
中
「
第
百
条
第
十
二
項
」
を
「
第
百
条
第
十
三

項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附　
則

　

こ
の
規
則
は
、
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法

律
第
六
十
九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
20年

度
秋
田
県
職
員
採
用
試
験
公
告

　
人

事
委

員
会

規
則

４
－

５
（

職
員

の
任

用
）

第
８

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

、
採

用
試

験
に

つ
い

て
次

の
と

お
り

公
告

す
る

。
　

　
平

成
20年

７
月

11日
　

　
　

　
　

　
　

　
　

秋
田

県
人

事
委

員
会

委
員

長
　

柴
　

田
　

一
　

宏
１

　
試

験
の

種
類

及
び

程
度

　
　

短
大

卒
業

程
度

試
験

　
　

高
校

卒
業

程
度

試
験

２
　

試
験

区
分

、
採

用
予

定
人

員
及

び
職

務
内

容

３
　

給
与

　
　

初
任

給
（

平
成

20年
４

月
１

日
現

在
）

は
原

則
と

し
て

次
の

と
お

り
支

給
さ

れ
る

。

　
　

な
お

、
一

般
職

の
職

員
の

給
与

に
関

す
る

条
例

（
昭

和
28年

秋
田

県
条

例
第

22号
）

等
に

よ
り

、
修

学
年

数
、

経
歴

そ
の

他
の

事
項

を
勘

案
の

上
決

定
さ

れ
る

。
た

だ
し

、
採

用
日

か
ら

平
成

22年
３

月
31日

ま
で

の
期

間
の

給
料

は
、

給
料

月
額

の
２

％
を

減
額

し
て

支
給

さ
れ

る
。

　
　

こ
の

ほ
か

、
扶

養
手

当
、

住
居

手
当

、
通

勤
手

当
、

期
末

手
当

、
勤

勉
手

当
、

寒
冷

地
手

当
等

の
諸

手
当

が
そ

れ
ぞ

れ
の

支
給

要
件

に
応

じ
て

支
給

さ
れ

る
。

４
　

受
験

資
格

　
　

次
の

と
お

り
と

す
る

。
た

だ
し

、
日

本
の

国
籍

を
有

し
な

い
者

（
短

大
卒

業
程

度
試

験
の

う
ち

、
「

保
健

師
」

、
「

診
療

放
射

線
技

師
」

及
び

「
学

校
栄

養
士

」
を

除
く

。
こ

の
場

合
、

外
国

籍
の

者
で

就
職

が
制

限
さ

れ
る

在
留

資
格

の
も

の
は

受
験

で
き

な
い

。
）

及
び

地
方

公
務

員
法

（
昭

和
25年

法
律

第
261号

）
第

16条
の

規
定

に
よ

り
地

方
公

務
員

と
な

る
こ

と
が

で
き

な
い

者
は

受
験

で
き

な
い

。
　

⑴
　

短
大

卒
業

程
度

試
験

　
　

ア
　

保
健

師
　

　
　

　
昭

和
56年

４
月

２
日

以
降

に
生

ま
れ

た
者

で
あ

っ
て

、
保

健
師

の
免

許
を

有
す

る
も

の
又

は
平

成
20年

度
中

に
実

施
す

る
国

家
試

験
で

同
免

許
を

取
得

す
る

見
込

み
の

も
の

が
受

験
で

き
る

。
　

　
イ

　
診

療
放

射
線

技
師

　
　

　
　

昭
和

54年
４

月
２

日
以

降
に

生
ま

れ
た

者
で

あ
っ

て
、

診
療

放
射

線
技

師
の

免
許

を
有

す
る

も
の

又
は

平
成

20年
度

中
に

実
施

す
る

国
家

試
験

で
同

免
許

を
取

得
す

る
見

込
み

の
も

の
が

受
験

で
き

る
。

　
　

ウ
　

学
校

栄
養

士
　

　
　

　
昭

和
56年

４
月

２
日

以
降

に
生

ま
れ

た
者

で
あ

っ
て

、
栄

養
士

の
免

許
を

有
す

る
も

の
又

は
平

成
21年

３
月

31日
ま

で
に

同
免

許
を

取
得

す
る

見
込

み
の

も
の

が
受

験
で

き
る

。
　

　
エ

　
警

察
事

務
　

　
　

　
昭

和
56年

４
月

２
日

か
ら

平
成

元
年

４
月

１
日

ま
で

に
生

ま
れ

た
者

が
受

験
で

き
る

。
た

だ
し

、
学

校
教

育
法

に
よ

る
大

学
（

短
期

大
学

を
除

く
。

）
を

卒
業

し
た

者
又

は
平

成
21年

３
月

31日
ま

で
に

卒
業

す
る

見
込

み
の

者
又

は
こ

れ
ら

に
相

当
す

る
学

歴
を

有
す

る
と

秋
田

県
人

事
委

員
会

が
認

め
る

者
は

受
験

で
き

な
い

。
　

⑵
　

高
校

卒
業

程
度

試
験

　
　

　
昭

和
58年

４
月

２
日

か
ら

平
成

３
年

４
月

１
日

ま
で

に
生

ま
れ

た
者

が
受

験
で

き
る

。
た

だ
し

、
学

校
教

育
法

に
よ

る
大

学
（

短
期

大
学

を
含

む
。

）
及

び
高

等
専

門
学

校
を

卒
業

し
た

者
又

は
平

成
21年

３
月

31
日

ま
で

に
卒

業
す

る
見

込
み

の
者

又
は

こ
れ

ら
に

相
当

す
る

学
歴

を
有

す
る

と
秋

田
県

人
事

委
員

会
が

認
め

る
者

は
受

験
で

き
な

い
。

５
　

試
験

の
実

施
日

、
場

所
、

方
法

等

　
　
　
　
　
議　

会　

規　

則

　
　
　
　
　
人
事
委
員
会
公
告

試
験

区
分

採
用

予
定

人
員（

人
）

職
　

　
務

　
　

内
　

　
容

保
健

師
１

知
事

部
局

の
課

又
は

地
方

機
関

に
勤

務
し

て
専

門
的

技
術

業
務

に
従

事
す

る
。

診
療

放
射

線
技

師
１

太
平

療
育

園
、

脳
血

管
研

究
セ

ン
タ

ー
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
・

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

、
地

域
振

興
局

福
祉

環
境

部
に

勤
務

し
て

専
門

的
技

術
業

務
に

従
事

す
る

。

学
校

栄
養

士
５

小
学

校
、

中
学

校
又

は
県

立
学

校
に

勤
務

し
て

専
門

的
技

術
業

務
に

従
事

す
る

。

警
察

事
務

１
警

察
本

部
の

課
又

は
警

察
署

に
勤

務
し

て
警

察
事

務
に

従
事

す
る

。

警
察

事
務

３
警

察
本

部
の

課
又

は
警

察
署

に
勤

務
し

て
警

察
事

務
に

従
事

す
る

。

短　　大　　卒　　業　　程　　度試
　

験
　

区
　

分
給

料
表

の
種

類
職

務
の

級
及

び
号

給
給

料
月

額

保
健

師
医

療
職

給
料

表
(三

)
２

級
５

号
給

188,900円

診
療

放
射

線
技

師
医

療
職

給
料

表
(二

)

１
級

17号
給

167,000円

学
校

栄
養

士
１

級
11号

給
156,000円

警
察

事
務

行
政

職
給

料
表

１
級

15号
給

152,800円

警
察

事
務

　
行

政
職

給
料

表
１

級
５

号
給

140,100円

短　大　卒　業　程　度高
校

卒
業

程
度

高
校

卒
業

程
度
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⑴
　

第
１

次
試

験
　

　
ア

　
実

施
日

　
　

　
　

平
成

20年
９

月
28日

（
日

）
　

　
イ

　
場

所
　

　
　

　
秋

田
県

庁
正

庁
（

秋
田

市
山

王
四

丁
目

１
－

１
）

　
　

　
　

秋
田

県
庁

第
２

庁
舎

大
会

議
室

（
秋

田
市

山
王

三
丁

目
１

－
１

）
　

　
　

　
秋

田
県

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

（
秋

田
市

山
王

中
島

町
１

－
１

）
　

　
　

　
上

記
い

ず
れ

か
の

会
場

で
実

施
す

る
。

（
詳

細
は

受
験

票
を

返
送

の
際

に
知

ら
せ

る
。

）
　

　
ウ

　
方

法
　

　
　

　
短

大
卒

業
程

度
試

験
に

つ
い

て
は

、
短

期
大

学
卒

業
程

度
の

教
養

試
験

、
専

門
試

験
及

び
作

文
試

験
を

行
う

。
た

だ
し

、
「

保
健

師
」

及
び

「
診

療
放

射
線

技
師

」
は

専
門

試
験

を
行

わ
な

い
。

　
　

　
　

高
校

卒
業

程
度

試
験

に
つ

い
て

は
、

高
等

学
校

卒
業

程
度

の
教

養
試

験
及

び
作

文
試

験
を

行
う

。
　

　
　

　
短

大
卒

業
程

度
試

験
、

高
校

卒
業

程
度

試
験

と
も

に
作

文
試

験
の

評
価

は
、

第
２

次
試

験
で

行
う

。
　

　
エ

　
合

格
者

の
発

表
　

　
　

　
平

成
20年

10月
３

日
（

金
）

に
、

県
庁

正
面

公
告

板
に

受
験

番
号

を
掲

示
す

る
ほ

か
、

合
格

者
に

は
書

面
で

通
知

す
る

。
　

⑵
　

第
２

次
試

験
　

　
ア

　
実

施
日

（
予

定
）

　
　

　
　

平
成

20年
10月

16日
（

木
）

及
び

10月
下

旬
　

　
イ

　
場

所
　

秋
田

市
　

　
ウ

　
方

法
　

　
　

　
第

１
次

試
験

の
合

格
者

に
対

し
て

、
口

述
試

験
及

び
適

性
検

査
を

行
う

。
　

⑶
　

資
格

調
査

　
　

　
受

験
資

格
の

有
無

、
申

込
書

記
載

事
項

の
真

否
等

に
つ

い
て

行
う

。
　

⑷
　

最
終

合
格

者
の

発
表

　
　

　
平

成
20年

11月
下

旬
に

、
県

庁
正

面
公

告
板

に
受

験
番

号
を

掲
示

す
る

ほ
か

、
合

格
者

に
は

書
面

で
通

知
す

る
。

６
　

採
用

の
方

法
及

び
予

定
時

期
　

⑴
　

方
法

　
　

　
最

終
合

格
者

は
、

試
験

区
分

ご
と

の
採

用
候

補
者

名
簿

に
登

載
さ

れ
、

任
命

権
者

か
ら

の
請

求
に

応
じ

て
人

事
委

員
会

が
成

績
順

に
提

示
す

る
。

任
命

権
者

は
提

示
さ

れ
た

者
の

う
ち

か
ら

採
用

者
を

決
定

す
る

。
た

だ
し

、
短

大
卒

業
程

度
試

験
の

最
終

合
格

者
で

各
試

験
区

分
ご

と
の

受
験

資
格

に
定

め
る

免
許

を
取

得
す

る
見

込
み

の
も

の
が

、
「

保

健
師

」
及

び
「

診
療

放
射

線
技

師
」

に
つ

い
て

は
平

成
20年

度
中

に
実

施
す

る
国

家
試

験
で

当
該

免
許

を
取

得
で

き
な

か
っ

た
場

合
及

び
「

学
校

栄
養

士
」

で
栄

養
士

の
免

許
を

平
成

21年
３

月
31日

ま
で

に
取

得
で

き
な

か
っ

た
場

合
は

、
そ

れ
ら

の
者

は
採

用
候

補
者

名
簿

か
ら

削
除

さ
れ

る
。

　
⑵

　
予

定
時

期
　

　
　

平
成

21年
４

月
以

降
７

　
受

験
手

続
　

⑴
　

受
験

申
込

書
の

交
付

　
　

　
秋

田
県

人
事

委
員

会
事

務
局

、
県

庁
１

階
総

合
案

内
窓

口
、

秋
田

県
総

合
生

活
文

化
会

館
（

ア
ト

リ
オ

ン
）

、
各

地
域

振
興

局
総

務
企

画
部

、
東

京
事

務
所

、
北

海
道

事
務

所
、

大
阪

事
務

所
、

名
古

屋
事

務
所

、
福

岡
事

務
所

に
お

い
て

交
付

す
る

。
　

⑵
　

受
験

の
申

込
み

　
　

　
受

験
希

望
者

は
、

受
験

申
込

書
に

必
要

事
項

を
記

入
し

、
秋

田
県

人
事

委
員

会
事

務
局

に
持

参
、

郵
送

又
は

電
子

申
請

・
届

出
サ

ー
ビ

ス
に

よ
り

提
出

す
る

こ
と

。
　

⑶
　

申
込

受
付

期
間

　
　

　
日

曜
日

、
土

曜
日

及
び

祝
日

を
除

き
、

平
成

20年
７

月
11日

（
金

）
か

ら
同

年
８

月
４

日
（

月
）

ま
で

の
午

前
８

時
30分

か
ら

午
後

５
時

ま
で

受
け

付
け

る
。

た
だ

し
、

電
子

申
請

・
届

出
サ

ー
ビ

ス
に

よ
る

申
込

の
受

付
は

、
平

成
20年

７
月

11日
（

金
）

の
午

前
８

時
30分

か
ら

同
月

28日
（

月
）

の
午

後
５

時
ま

で
に

限
り

受
け

付
け

る
。

　
　

　
な

お
、

郵
送

に
よ

る
申

込
み

は
、

平
成

20年
８

月
４

日
（

月
）

の
消

印
の

あ
る

も
の

ま
で

受
け

付
け

る
。

８
　

そ
の

他
　

⑴
　

受
験

手
続

そ
の

他
受

験
に

関
す

る
問

い
合

わ
せ

は
、

秋
田

県
人

事
委

員
会

事
務

局
（

秋
田

市
山

王
四

丁
目

１
番

２
号

　
電

話
018(860)3253)

に
行

う
こ

と
。

　
⑵

　
試

験
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

別
に

受
験

案
内

が
作

成
さ

れ
て

い
る

の
で

参
照

す
る

こ
と

。
　

　
　

　
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

平
成
20年

度
秋
田
県
職
員
採
用
試
験
公
告

　
人

事
委

員
会

規
則

４
－

５
（

職
員

の
任

用
）

第
８

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

、
採

用
試

験
に

つ
い

て
次

の
と

お
り

公
告

す
る

。
　

　
平

成
20年

７
月

11日
　

　
　

　
　

　
　

　
　

秋
田

県
人

事
委

員
会

委
員

長
　

柴
　

田
　

一
　

宏
１

　
試

験
の

種
類

及
び

程
度

　
　

高
校

卒
業

程
度

試
験

（
身

体
障

害
者

採
用

）
２

　
試

験
区

分
、

採
用

予
定

人
員

及
び

職
務

内
容

３
　

給
与

　
　

初
任

給
（

平
成

20年
４

月
１

日
現

在
）

は
原

則
と

し
て

行
政

職
給

料
表

１
級

５
号

給
（

月
額

140,100円
）

が
支

給
さ

れ
る

。
な

お
、

一
般

職
の

職
員

の
給

与
に

関
す

る
条

例
（

昭
和

28年
秋

田
県

条
例

第
22号

）
等

に
よ

り
、

修
学

年
数

、
経

歴
そ

の
他

の
事

項
を

勘
案

の
上

決
定

さ
れ

る
。

た
だ

し
、

採
用

日
か

ら
平

成
22年

３
月

31日
ま

で
の

期
間

の
給

料
は

、
給

料
月

額
の

２
％

を
減

額
し

て
支

給
さ

れ
る

。
　

　
こ

の
ほ

か
、

扶
養

手
当

、
住

居
手

当
、

通
勤

手
当

、
期

末
手

当
、

勤
勉

手
当

、
寒

冷
地

手
当

等
の

諸
手

当
が

そ
れ

ぞ
れ

の
支

給
要

件
に

応
じ

て
支

給
さ

れ
る

。
４

　
受

験
資

格
　

　
次

の
す

べ
て

の
要

件
を

満
た

す
者

が
受

験
で

き
る

。
　

⑴
　

昭
和

54年
４

月
２

日
か

ら
平

成
３

年
４

月
１

日
ま

で
に

生
ま

れ
た

者
（

学
歴

は
問

わ
な

い
。

）
　

⑵
　

身
体

障
害

者
手

帳
の

交
付

を
受

け
、

そ
の

障
害

の
程

度
が

１
級

か
ら

６
級

の
者

　
⑶

　
自

力
に

よ
り

通
勤

が
で

き
、

か
つ

介
護

者
な

し
に

職
務

の
遂

行
が

可
能

な
者

　
　

　
た

だ
し

、
日

本
の

国
籍

を
有

し
な

い
者

及
び

地
方

公
務

員
法

（
昭

和
25年

法
律

第
261号

）
第

16条
の

規
定

に
よ

り
地

方
公

務
員

と
な

る
こ

と
が

で
き

な
い

者
は

、
受

験
で

き
な

い
。

５
　

試
験

の
実

施
日

、
場

所
、

方
法

等
　

⑴
　

第
１

次
試

験
　

　
ア

　
実

施
日

　
　

　
　

平
成

20年
９

月
21日

（
日

）
　

　
イ

　
場

所
　

　
　

　
ル

ポ
ー

ル
み

ず
ほ

（
秋

田
市

山
王

四
丁

目
２

－
12）

　
　

ウ
　

方
法

　
　

　
　

高
等

学
校

卒
業

程
度

の
教

養
試

験
及

び
作

文
試

験
を

行
う

。
た

だ
し

、
作

文
試

験
の

評
価

は
第

２
次

試
験

で
行

う
。

　
　

エ
　

合
格

者
の

発
表

　
　

　
　

平
成

20年
９

月
26日

（
金

）
に

、
県

庁
正

面
公

告
板

に
受

験
番

号
を

掲
示

す
る

ほ
か

、
受

験
者

に
書

面
で

通
知

す
る

。

試
験

区
分

採
用

予
定

人
員（

人
）

職
　

　
務

　
　

内
　

　
容

一
般

事
務

５

知
事

部
局

の
課

若
し

く
は

そ
の

地
方

機
関

等
又

は
教

育
庁

の
課

若
し

く
は

そ
の

地
方

機
関

等
に

勤
務

し
て

一
般

事
務

又
は

学
校

事
務

に
従

事
す

る
。
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⑵
　

第
２

次
試

験
　

　
ア

　
実

施
日

（
予

定
）

　
　

　
　

平
成

20年
10月

14日
（

火
）

及
び

15日
（

水
）

　
　

イ
　

場
所

　
秋

田
市

　
　

ウ
　

方
法

　
　

　
　

第
１

次
試

験
の

合
格

者
に

対
し

て
、

口
述

試
験

及
び

適
性

検
査

を
行

う
。

　
⑶

　
資

格
調

査
　

　
　

受
験

資
格

の
有

無
、

申
込

書
記

載
事

項
の

真
否

等
に

つ
い

て
行

う
。

　
⑷

　
最

終
合

格
者

の
発

表
　

　
　

平
成

20年
10月

下
旬

に
、

県
庁

正
面

公
告

板
に

受
験

番
号

を
掲

示
す

る
ほ

か
、

受
験

者
に

書
面

で
通

知
す

る
。

６
　

採
用

の
方

法
及

び
予

定
時

期
　

⑴
　

方
法

　
　

　
最

終
合

格
者

は
、

採
用

候
補

者
名

簿
に

登
載

さ
れ

、
任

命
権

者
か

ら
の

請
求

に
応

じ
て

人
事

委
員

会
が

成
績

順
に

提
示

す
る

。
任

命
権

者
は

提
示

さ
れ

た
者

の
う

ち
か

ら
採

用
者

を
決

定
す

る
。

　
⑵

　
予

定
時

期
　

　
　

平
成

21年
４

月
１

日
７

　
受

験
手

続
　

⑴
　

受
験

申
込

書
の

交
付

　
　

　
秋

田
県

人
事

委
員

会
事

務
局

、
県

庁
１

階
総

合
案

内
窓

口
、

秋
田

県
総

合
生

活
文

化
会

館
（

ア
ト

リ
オ

ン
）

、
各

地
域

振
興

局
総

務
企

画
部

、
東

京
事

務
所

、
北

海
道

事
務

所
、

大
阪

事
務

所
、

名
古

屋
事

務
所

、
福

岡
事

務
所

に
お

い
て

交
付

す
る

。
　

⑵
　

受
験

の
申

込
み

　
　

　
受

験
希

望
者

は
、

受
験

申
込

書
に

必
要

事
項

を
記

入
し

、
秋

田
県

人
事

委
員

会
事

務
局

に
持

参
、

郵
送

又
は

電
子

申
請

・
届

出
サ

ー
ビ

ス
に

よ
り

提
出

す
る

こ
と

。
　

⑶
　

申
込

受
付

期
間

　
　

　
日

曜
日

、
土

曜
日

及
び

祝
日

を
除

き
、

平
成

20年
７

月
11日

（
金

）
か

ら
同

年
８

月
４

日
（

月
）

ま
で

の
午

前
８

時
30分

か
ら

午
後

５
時

ま
で

受
け

付
け

る
。

た
だ

し
、

電
子

申
請

・
届

出
サ

ー
ビ

ス
に

よ
る

申
込

の
受

付
は

、
平

成
20年

７
月

11日
（

金
）

の
午

前
８

時
30分

か
ら

同
月

28日
（

月
）

の
午

後
５

時
ま

で
に

限
り

受
け

付
け

る
。

　
　

　
な

お
、

郵
送

に
よ

る
申

込
み

は
、

平
成

20年
８

月
４

日
（

月
）

の
消

印
の

あ
る

も
の

ま
で

受
け

付
け

る
。

８
　

そ
の

他
　

⑴
　

受
験

手
続

そ
の

他
受

験
に

関
す

る
問

い
合

わ
せ

は
、

秋
田

県
人

事
委

員
会

事
務

局
（

秋
田

市
山

王
四

丁
目

１
番

２
号

　
電

話
018(860)3253)

に
行

う
こ

と
。

　
⑵

　
試

験
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

別
に

受
験

案
内

が
作

成
さ

れ
て

い
る

の
で

参
照

す
る

こ
と

。
　

　
　

　
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

平
成
20年

度
警
察
官
採
用
試
験
公
告

　
人

事
委

員
会

規
則

４
－

５
（

職
員

の
任

用
）

第
８

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

、
採

用
試

験
に

つ
い

て
次

の
と

お
り

公
告

す
る

。
　

　
平

成
20年

７
月

11日
　

　
　

　
　

　
　

　
　

秋
田

県
人

事
委

員
会

委
員

長
　

柴
　

田
　

一
　

宏
１

　
試

験
の

種
類

、
区

分
及

び
実

施
機

関
　

⑴
　

種
類

　
　

　
平

成
20年

度
警

察
官

採
用

試
験

　
⑵

　
区

分
及

び
実

施
機

関

２
　

試
験

の
程

度
及

び
採

用
予

定
人

員

　
　

※
　

警
察

官
Ｂ

の
受

験
者

は
、

第
２

志
望

ま
で

選
択

で
き

る
。

た
だ

し
、

秋
田

県
を

第
２

志
望

と
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

。
３

　
職

務
内

容
及

び
給

与
　

⑴
　

職
務

内
容

　
　

　
個

人
の

生
命

、
身

体
及

び
財

産
の

保
護

、
犯

罪
の

予
防

、
鎮

圧
及

び
捜

査
、

被
疑

者
の

逮
捕

、
交

通
の

取
締

り
そ

の
他

公
共

の
安

全
及

び
秩

序
の

維
持

の
任

務
に

従
事

す
る

。
　

⑵
　

初
任

給
（

平
成

20年
４

月
１

日
現

在
の

秋
田

県
の

例
）

　
　

　
な

お
、

一
般

職
の

職
員

の
給

与
に

関
す

る
条

例
（

昭
和

28年
秋

田
県

条
例

第
22号

）
等

に
よ

り
、

修
学

年
数

、
経

歴
そ

の
他

の
事

項
を

勘
案

の
上

決
定

さ
れ

る
。

た
だ

し
、

採
用

日
か

ら
平

成
22年

３
月

31日
ま

で
の

期
間

の
給

料
は

、
給

料
月

額
の

２
％

を
減

額
し

て
支

給
さ

れ
る

。
　

　
　

こ
の

ほ
か

、
扶

養
手

当
、

住
居

手
当

、
通

勤
手

当
、

期
末

手
当

、
勤

勉
手

当
、

寒
冷

地
手

当
等

の
諸

手
当

が
そ

れ
ぞ

れ
の

支
給

要
件

に
応

じ
て

支
給

さ
れ

る
。

４
　

受
験

資
格

　
　

た
だ

し
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
者

は
、

受
験

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

　
⑴

　
日

本
の

国
籍

を
有

し
な

い
者

　
⑵

　
地

方
公

務
員

法
（

昭
和

25年
法

律
第

261号
）

第
16条

の
規

定
に

よ
　

　
り

地
方

公
務

員
と

な
る

こ
と

が
で

き
な

い
者

　
⑶

　
学

校
教

育
法

（
昭

和
22年

法
律

第
26号

）
の

規
定

に
よ

る
大

学
（

短
期

大
学

を
除

く
。

）
を

卒
業

し
た

者
若

し
く

は
平

成
21年

３
月

31日
ま

で
に

卒
業

す
る

見
込

み
の

者
又

は
こ

れ
ら

に
相

当
す

る
学

歴
を

有
す

る
と

人
事

委
員

会
が

認
め

る
者

５
　

試
験

の
実

施
日

、
場

所
、

方
法

等
　

⑴
　

第
１

次
試

験
　

　
ア

　
実

施
日

、
場

所
、

方
法

試
　

験
　

区
　

分
実

　
　

施
　

　
機

　
　

関

警
察

官
Ｂ

秋
田

県
、

千
葉

県
及

び
神

奈
川

県
の

各
人

事
委

員
会

並
び

に
警

視
庁

女
性

警
察

官
Ｂ

秋
田

県
人

事
委

員
会

試
験

区
分

程
度

採
　

用
　

予
　

定
　

人
　

員
（

人
）

秋
田

県
千

葉
県

神
奈

川
県

警
視

庁

警
察

官
Ｂ

高
校

卒
業

程
度

37
2

2
2

女
性

警
察

官
Ｂ

３

給
料

表
の

種
類

職
務

の
級

及
び

号
給

給
料

月
額

公
安

職
給

料
表

１
級

１
号

給
158,100円

試
験

区
分

実
施

機
関

年
　

齢
　

・
　

性
　

別

警
察

官
Ｂ

秋
田

県
昭

和
54年

４
月

２
日

か
ら

平
成

３
年

４
月

１
日

ま
で

に
生

ま
れ

た
男

性

千
葉

県
神

奈
川

県
昭

和
53年

４
月

２
日

か
ら

平
成

３
年

４
月

１
日

ま
で

に
生

ま
れ

た
男

性

警
視

庁
昭

和
53年

９
月

22日
か

ら
平

成
３

年
４

月
１

日
ま

で
に

生
ま

れ
た

男
性

女
性

警
察

官
Ｂ

秋
田

県
昭

和
54年

４
月

２
日

か
ら

平
成

３
年

４
月

１
日

ま
で

に
生

ま
れ

た
女

性

実
施

日
場

　
　

　
所

試
験

の
方

法
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イ
　

合
格

者
の

発
表

　
　

　
ア

　
警

察
官

Ｂ
で

志
望

が
秋

田
県

の
場

合
及

び
女

性
警

察
官

Ｂ
　

　
　

　
　

平
成

20年
10月

10日
（

金
）

に
、

県
庁

正
面

公
告

板
等

に
受

験
番

号
を

掲
示

す
る

ほ
か

、
合

格
者

に
は

書
面

で
通

知
す

る
。

　
　

　
イ

　
警

察
官

Ｂ
で

志
望

が
秋

田
県

以
外

の
場

合
　

　
　

　
　

平
成

20年
10月

下
旬

か
ら

11月
中

旬
に

、
志

望
先

の
都

県
か

ら
合

格
者

に
対

し
て

書
面

で
通

知
す

る
。

　
⑵

　
第

２
次

試
験

　
　

ア
　

実
施

日
（

予
定

）
　

　
　

ア
　

警
察

官
Ｂ

で
志

望
が

秋
田

県
の

場
合

及
び

女
性

警
察

官
Ｂ

　
　

　
　

　
平

成
20年

10月
17日

（
金

）
及

び
11月

上
旬

か
ら

中
旬

　
　

　
イ

　
警

察
官

Ｂ
で

志
望

が
秋

田
県

以
外

の
場

合
　

　
　

　
　

平
成

20年
11月

中
旬

　
　

イ
　

場
所

　
秋

田
市

　
　

ウ
　

方
法

　
　

　
ア

　
警

察
官

Ｂ
で

志
望

が
秋

田
県

の
場

合
及

び
女

性
警

察
官

Ｂ
　

　
　

　
　

第
１

次
試

験
の

合
格

者
に

対
し

て
、

口
述

試
験

、
適

性
検

査
、

身
体

検
査

を
行

う
。

　
　

　
イ

　
警

察
官

Ｂ
で

志
望

が
秋

田
県

以
外

の
場

合
　

　
　

　
　

第
１

次
試

験
の

合
格

者
に

対
し

て
、

口
述

試
験

、
適

性
検

査
、

体
力

検
査

及
び

身
体

検
査

等
を

行
う

。
　

⑶
　

資
格

調
査

　
　

　
受

験
資

格
の

有
無

、
申

込
書

記
載

事
項

の
真

否
等

に
つ

い
て

行
う

。
　

⑷
　

最
終

合
格

者
の

発
表

　
　

ア
　

警
察

官
Ｂ

で
志

望
が

秋
田

県
の

場
合

及
び

女
性

警
察

官
Ｂ

　
　

　
　

平
成

20年
11月

下
旬

に
、

県
庁

正
面

公
告

板
等

に
受

験
番

号
を

掲
示

す
る

ほ
か

、
合

格
者

に
は

書
面

で
通

知
す

る
。

　
　

イ
　

警
察

官
Ｂ

で
志

望
が

秋
田

県
以

外
の

場
合

　
　

　
　

平
成

21年
１

月
下

旬
か

ら
２

月
上

旬
に

、
志

望
先

の
都

県
か

ら
受

験
者

に
対

し
て

書
面

で
通

知
す

る
。

６
　

採
用

の
方

法
及

び
予

定
時

期

　
⑴

　
方

法
　

　
　

最
終

合
格

者
は

、
秋

田
県

警
察

官
Ｂ

及
び

秋
田

県
女

性
警

察
官

Ｂ
採

用
候

補
者

名
簿

又
は

合
格

を
決

定
し

た
都

県
の

警
察

官
Ｂ

採
用

候
補

者
名

簿
に

登
載

さ
れ

、
当

該
都

県
の

警
視

総
監

又
は

警
察

本
部

長
か

ら
の

請
求

に
応

じ
て

成
績

順
に

提
示

さ
れ

る
。

当
該

警
視

総
監

又
は

警
察

本
部

長
は

、
提

示
さ

れ
た

者
の

う
ち

か
ら

採
用

者
を

決
定

す
る

。
　

⑵
　

予
定

時
期

　
　

　
平

成
21年

４
月

１
日

７
　

受
験

手
続

　
⑴

　
受

験
申

込
書

の
交

付
　

　
　

秋
田

県
人

事
委

員
会

事
務

局
、

秋
田

県
警

察
本

部
警

務
課

、
県

内
の

各
警

察
署

、
県

庁
１

階
総

合
案

内
窓

口
、

秋
田

県
総

合
生

活
文

化
会

館
（

ア
ト

リ
オ

ン
）

、
各

地
域

振
興

局
総

務
企

画
部

、
東

京
事

務
所

、
北

海
道

事
務

所
、

大
阪

事
務

所
、

名
古

屋
事

務
所

、
福

岡
事

務
所

に
お

い
て

交
付

す
る

。
　

⑵
　

受
験

の
申

込
み

　
　

　
受

験
希

望
者

は
、

受
験

申
込

書
に

必
要

事
項

を
記

入
し

、
秋

田
県

警
察

本
部

警
務

課
又

は
県

内
の

各
警

察
署

に
持

参
す

る
こ

と
。

な
お

、
郵

送
若

し
く

は
電

子
申

請
・

届
出

サ
ー

ビ
ス

に
よ

り
提

出
す

る
場

合
は

、
警

察
本

部
警

務
課

に
提

出
す

る
こ

と
。

　
⑶

　
申

込
受

付
期

間
　

　
　

日
曜

日
、

土
曜

日
及

び
祝

日
を

除
き

、
平

成
20年

７
月

11日
（

金
）

か
ら

同
年

８
月

４
日

（
月

）
ま

で
の

午
前

８
時

30分
か

ら
午

後
５

時
ま

で
受

け
付

け
る

。
た

だ
し

、
電

子
申

請
・

届
出

サ
ー

ビ
ス

に
よ

る
申

込
の

受
付

は
、

平
成

20年
７

月
11日

（
金

）
の

午
前

８
時

30分
か

ら
同

月
28日

（
月

）
の

午
後

５
時

ま
で

に
限

り
受

け
付

け
る

。
　

　
　

な
お

、
郵

送
に

よ
る

申
込

み
は

、
平

成
20年

８
月

４
日

（
月

）
の

消
印

の
あ

る
も

の
ま

で
受

け
付

け
る

。
８

　
そ

の
他

　
⑴

　
受

験
手

続
そ

の
他

受
験

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ
は

、
秋

田
県

人
事

委
員

会
事

務
局

（
秋

田
市

山
王

四
丁

目
１

番
２

号
　

電
話

018（
860）

3253）
、

秋
田

県
警

察
本

部
警

務
課

（
秋

田
市

山
王

四
丁

目
１

番
５

号
電

話
018（

863）
1111　

内
線

2623、
2624）

又
は

県
内

の
各

警
察

署
に

行
う

こ
と

。
　

⑵
　

試
験

の
詳

細
に

つ
い

て
は

、
別

に
受

験
案

内
が

作
成

さ
れ

て
い

る
の

で
参

照
す

る
こ

と
。

平
成

20年
９

月
20日

（
土

）

秋
田

県
警

察
学

校
（

秋
田

市
新

屋
勝

平
台

９
－

２
）

体
力

検
査

平
成

20年
９

月
21日

（
日

）

ノ
ー

ス
ア

ジ
ア

大
学

（
秋

田
市

下
北

手
桜

字
守

沢
46－

１
）

高
校

卒
業

程
度

の
教

養
試

験
及

び
作

文
試

験
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